


極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

「
犬
山
を
観
光
で
訪
れ
る
人
は
犬
山

城
、
明
治
村
な
ど
に
集
中
し
て
、
地
域
全

体
へ
の
広
が
り
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
内

を
回
遊
し
て
も
ら
う
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
犬
山
に
は
多

く
の
歴
史
物
語
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
立
場
か
ら
実
証
し
つ
つ
、
観

光
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
も
犬
山
学
の
役
割

と
考
え
ま
す
」
と
中
村
セ
ン
タ
ー
長
は
研

究
成
果
の
活
用
例
を
挙
げ
る
。

　

「
昨
年
度
か
ら
、
体
験
型
学
習
に
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
犬
山
学
講
座
』
を
開
講

し
ま
し
た
。
日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
各
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
を
実

地
で
体
験
し
ま
す
。
学
生
は
そ
の
分
野
の

専
門
で
は
な
い
で
す
が
、
実
習
の
成
果
報

告
に
は
、
経
済
や
経
営
を
勉
強
し
て
い
る

学
生
な
ら
で
は
の
提
案
が
述
べ
ら
れ
、
機

関
の
方
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
場
合
も
あ

り
ま
す
」
と
菊
池
副
セ
ン
タ
ー
長
。

　
「
大
学
や
研
究
機
関
が
主
体
で
あ
る
た

め
、
専
門
的
で
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き

が
ち
で
す
が
、
犬
山
学
は
今
の
生
活
に
関

わ
る
研
究
で
も
あ
る
の
で
す
。
た
と
え
ば

本
学
管
理
栄
養
学
科
の
先
生
が
行
っ
て
い

る
犬
山
の
食
育
推
進
や
、
市
内
の
喫
茶
店

モ
ー
ニ
ン
グ
の
栄
養
学
的
な
研
究
な
ど

も
、
犬
山
学
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
岡
田
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
が
続

け
た
。

　

犬
山
を
総
合
的
に
学
ぶ
一
般
教
養
科
目

「
犬
山
学
入
門
」は
、学
生
た
ち
に
人
気
と

い
う
。
体
験
型
学
習
を
受
講
し
た
学
生
を

は
じ
め
、
犬
山
に
興
味
を
持
ち
、
卒
論
の

テ
ー
マ
に
す
る
学
生
も
毎
年
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
る
そ
う
で
、犬
山
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

犬山の総合的な研究を進め、地域に生かす

「
改
め
て
犬
山
の
地
域
資
源
の
豊
富
さ
に

触
れ
、
ま
た
教
育
に
与
え
る
効
果
も
大
き

い
こ
と
か
ら
、こ
れ
を
機
会
に
、
犬
山
を
体

系
的
に
研
究
す
る
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
た
の

で
す
」
と
犬
山
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
中

村
真
咲
教
授
は
設
立
の
経
緯
を
話
す
。

　
「
犬
山
学
」
を
学
際
的
な
研
究
と
し
て

い
く
た
め
に
は
、セ
ン
タ
ー
の
一
研
究
機
関

だ
け
で
地
域
資
源
の
発
掘
・
活
用
に
取
り

組
む
の
で
な
く
、
犬
山
に
点
在
す
る
学
術

機
関
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
団
体
、
企
業
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
る
と
、２
０
１
８
年
に
「
犬

山
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
し
た
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
で
犬
山
に
関
わ
る

研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
横
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
情

報
交
換
や
課
題
を
共
有
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

賛
同
を
得
た
の
で
す
。
現
在
、
14
機
関
と

覚
書
を
交
換
し
て
い
ま
す
」
と
中
村
セ
ン

タ
ー
長
。

最
新
の
研
究
成
果
発
表
な
ど

地
域
に
向
け
て
情
報
発
信

　

セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
に
「
犬
山
学
サ

ロ
ン
」
が
あ
る
。
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、

市
民
を
対
象
に
定
期
開
催
し
て
お
り
、
犬

山
に
関
わ
る
第
一
線
の
研
究
者
を
講
師
に

迎
え
、
最
先
端
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
。

テ
ー
マ
は
多
彩
で
、
犬
山
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
も
好
評
と

聞
く
。

　

犬
山
と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る
太
古
の

地
層
に
つ
い
て
、
観
光
資
源
化
の
可
能
性

を
学
ぶ
「
犬
山
地
層
勉
強
会
」
も
継
続
し

て
開
い
て
き
た
。
毎
回
、
地
層
に
関
す
る

有
識
者
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
検
討
を
重

ね
て
い
る
。

　

中
村
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
れ
ば
、
犬
山
の

貴
重
な
地
層
や
地
形
を
保
全
し
つ
つ
、
地

域
振
興
や
社
会
教
育
に
役
立
つ
仕
組
み
を

整
備
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
申
請
す
る

構
想
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

地
層
関
連
で
は
、
今
年
３
月
に
開
か
れ

た
県
と
犬
山
市
共
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
ブ
ラ

ア
イ
チ
in
犬
山
」
に
も
協
力
。
木
曽
川
河

畔
に
露
頭
す
る
堆
積
岩
に
つ
い
て
、
参
加

者
へ
の
説
明
を
担
当
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
犬
山
市
民
総
合
大
学
と
連

携
し
、一
部
の
講
義
（
犬
山
学
を
テ
ー
マ
）

を
大
学
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
提

供
し
た
り
、
広
報
誌
『
犬
山
学
』
を
発
行

し
た
り
し
て
い
る
。

観
光
振
興
や
食
育
に
関
し
て

学
術
的
な
立
場
か
ら
貢
献

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
埋
も
れ
た
資

源
を
発
掘
し
、
観
光
や
教
育
、
産
業
の
発

展
に
寄
与
す
べ
く
、
地
域
へ
の
協
力
を
積

犬
山
の
地
域
資
源
の
研
究
と

産
官
学
の
連
携
を
目
指
す

　

名
古
屋
経
済
大
学
は
犬
山
市
に
あ
る
唯

一
の
大
学
と
し
て
、
教
育
・
研
究
活
動
を
通

し
た
地
域
連
携
や
地
域
貢
献
を
推
し
進
め

て
き
た
。
そ
の
一
環
で
、６
年
前
に
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
と
と
も
に
「
体

験
型
学
習
」
を
開
始
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
テ
ー
マ
に
従
い
、
学
生
た
ち
が
学
外
に
出

て
、
実
際
の
現
場
を
体
験
し
な
が
ら
学
び
、

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ「
犬
山
の
観
光

戦
略
を
考
え
る
」
を
受
講
し
た
学
生
が
、

犬
山
の
地
層
を
観
光
資
源
に
す
る
ア
イ
デ

ア
を
提
案
。
そ
れ
が
２
０
１
７
年
３
月
15

日
、
愛
知
県
主
催
の
「
あ
い
ち
学
生
観
光

ま
ち
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド
」
の
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
。
世
界
的
に
貴
重
な
地
層
に
も
関

わ
ら
ず
、ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
犬
山
の
自
然
遺
産
に
光
を
当
て
た
の
だ
。

文／長屋整徳　写真／犬山学研究センター提供、編集室　デザイン／Beanstalk 白石純也

広報誌『犬山学』はこれまで5号発
行されている。題字は犬山城白帝
文庫理事長の成瀬淳子氏

木曽川河畔には、美しい層状チャート（堆
積岩の一種）が露頭している。地質年代
は三畳紀～ジュラ紀という

犬山の地層を観光資源化するアイデア「ジオラマジック in 愛
知」で、「あいち学生観光まちづくりアワード」の優秀賞を受賞し
た経営学部１年（当時）の坪井真実子さん愛知県と犬山市共催の街歩きイベント「ブラアイチ in 犬山」の名経大ブース。放散虫化石が含まれる堆積岩の標本を見てもらいながら、犬山固有の地質を説明した

右から、岡田和明地域連携センター長、中村
真咲犬山学研究センター長、菊池好行犬山
学研究センター副センター長、武井秀真地域
連携センター兼犬山学研究センター事務局

博物館明治村の聖ザビエル天主堂で2017年10月21日、「犬山学研究センター設立記念シンポジウム」を開催。
当日は「犬山研究の魅力」をテーマとした講演会のほか、犬山学研究センターの役割をテーマにしたパネルディス
カッション（写真左上）や、大村秀章愛知県知事、山田拓郎犬山市長も列席したレセプションパーティー（写真右）
が開かれた／（写真左下）2018年12月4日、名鉄犬山ホテルで開かれた「犬山学ネットワーク発足記念講演会」。
参加機関の関係者など多数が集まり、盛会であった

［巻頭特集］名古屋経済大学 犬山学研究センター

犬
山
に
は
多
く
の
歴
史
物
語
が
あ
り
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
立
場
か
ら
実
証
し
、

観
光
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
も
犬
山
学
の
役
割

犬山には歴史、文化、産業、自然の各種遺産が豊富に存在する。
しかし、国宝犬山城のように活用されているものばかりではない。犬山のさまざまな地域資源に目を向け、

体系的な「犬山学」として研究していこうと、２０１７年４月、名古屋経済大学に「犬山学研究センター」が設立された。

information

第9回犬山学サロン
2019. ［火］11/19 16:30~18:00
■場所／名古屋経済大学　6号館6階6Ｆ1
■演題／「小牧・長久手の戦いと内久保砦」
■講師／金城学院大学非常勤講師 原史彦氏

第10回犬山学サロン
2020. ［火］1/7 16:30~18:00
■場所／名古屋経済大学
■演題／「犬山の材木商 神戸家のネットワーク（仮題）」
■講師／南山大学経済学部　林順子教授


